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 要  旨 
 イソミミズ(Pontodrilus matsushimensis)は日本各地の海岸に生息するフトミミズ科の一種で
ある。体長は 50～100 mm程度で、体液が黄緑色(λmax=550 nm)に光る発光生物であるが、その
発光物質および発光機構は明らかとなっていない。今回、イソミミズ発光系の物質基盤解明研究
に着手したので、その詳細について報告する。 
 
【実験試料の調製と発光スペクトル測定】 
 イソミミズから凍結試料と凍結乾燥試料を調製した。
凍結試料は解凍に伴って発光が観測されたので、発光物
質は凍結保存が可能であると判った。また、凍結乾燥試
料は水を加えると発光を開始し、その発光スペクトルは
生体イソミミズのものと一致した。よって、凍結乾燥試
料で生体の発光を再現可能であることが判明した。 
 
【ルシフェリン‐ルシフェラーゼ反応（L-L反応）の検討】 
 凍結乾燥試料から冷水抽出物を調製し、熱水抽出物またはメタノール抽出物と混合したが発光
は見られなかった。しかし、凍結乾燥試料を冷水処理して得られた沈殿とメタノール抽出物を混
合すると発光が観測された。熱水抽出物を用いた場合は微弱な発光を示した。この結果から、ル
シフェリンはメタノールで抽出可能であるが、ルシフェラーゼは単純な水抽出では可溶化できな
いと考えられる。従って、イソミミズの発光系は単純な L-L反応を示さないことが明らかとなっ
た。 
【ルシフェリンの抽出・精製】 
 凍結乾燥試料をメタノール抽出し、得られたメタノール抽出物を 10%含水メタノール/ヘキサン
で分配すると、10%含水メタノール層に発光活性が見られた。次いで酸性飽和食塩水/酢酸エチル
分配すると酢酸エチル層に発光活性が見られた。現在、オープンカラム逆相クロマトグラフィー、
HPLC での親水性相互作用クロマトグラフィー(HILIC) によってルシフェリン精製を進めてい
る。 
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Fig 1. 生体イソミミズ(a)と凍結  
乾燥試料(b)の発光スペクトル 
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